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１．動機・目的・既存の研究等  

「レモン○個分のビタミンＣ入り」などと表示のある飲料水をよく目にする。私たちは、ビ

タミンＣとはどういう物質なのか、また、ヒトに対してどのような働きをするのかを文献で調

べた。その中で「ビタミンＣは加熱によって壊れやすい」と書かれていることに着目し、加熱

で壊れる程度を調べることにした。 

 

２．研究の特徴や工夫及び方法 

(1)ビタミンＣついて 

 化学名：Ｌ-アスコルビン酸   化学式：Ｃ６Ｈ８Ｏ６          

 性質 ：酸性、水に可溶、還元作用（自身は酸化） 

(2)ビタミンＣの定量について 

ビタミンＣは次のようにヨウ素(Ｉ 2)と反応する。デンプ         

ンを指示薬として用いた。 

Ｃ6Ｈ8Ｏ6 + Ｉ2 → Ｃ6Ｈ6Ｏ6 ＋２Ｈ＋ ＋２Ｉ－  

具体的な方法 

① ヨウ素 2.89g とヨウ化カリウム 5.00g に純水を入れ 1000mL にした。  

② ビタミンＣ2.00g を水に溶かし 1.00L とした水溶液を①のヨウ素溶液で滴定し、ヨウ素

溶液の濃度を決定した。このヨウ素溶液を基準として用い、水溶液中のビタミンＣの濃

度を求めた。 

(3)各条件下でのビタミンＣの濃度の変化 

①加熱実験（120 分間） 

方法：ビタミンＣ水溶液（2.00g/L）を加

熱しながら攪拌し、時間ごとに取

り出し、定量した。 

結果：濃度にほとんど変化はみられなか

った。 

 

そこでさらに長時間加熱してみるこ

とにした。 

 

②加熱実験（26 時間） 

方法：加熱時間を①より長くした。 

結果：加熱時間が長いほど、水溶液は黄色

に変色し、水溶液中に含まれるビタ

ミンＣの濃度は小さくなった。 

 
次に、ビタミンＣの濃度に影響を及ぼ

すのは、熱のみなのか、それとも空気も

関係があるのかについて調べることにし

た。 

 



 

③ビタミンＣの濃度に影響を及ぼすのは何かを調べる実験 

方法：ビタミンＣ水溶液（2.00g/L）を以下の 3 つの条件で 22 時間保った後、それぞれの

水溶液ビタミンＣの濃度を定量した。 

         ・空気を通す  ・攪拌のみ  ・加熱と攪拌 

 

結果：加熱と攪拌の両方を行ったもの

の濃度が最も小さくなった。 

 

３．考察 

・①②の結果より、加熱時間が長いほどビタミンＣは多く分解されたと考えられる。 

・②と③を比較すると、②のほうがビタミンＣの濃度の減尐量が小さい。②は密閉しなかっ

たので、水が蒸発し水溶液の体積が減尐した。その分濃度が大きくでてしまったためだと

思われる。 

・③の結果で、空気を通した水溶液のビタミンＣの濃度が大きくなったのは、水が蒸発した

ためだと考えられる。また、加熱せず攪拌のみを行った水溶液中のビタミンＣの濃度が小

さくなったのは、三角フラスコ内の空気と反応したからではないかと考えられる。  

 

４．結論（まとめ） 

加熱時間に対するビタミンＣの濃度の変化から、ビタミンＣが「加熱によって壊れる」こ

とは確かである。しかし、私たちが予想したよりも分解に要する時間は、はるかに長かった。 

  

５．今後の課題 

・水溶液を加熱すればするほど、水が蒸発して堆積が減尐してしまう。蒸発してしまった水

の体積を補正する方法を考え、再度測定を行いたい。 

・食物中にはビタミンＣ以外の多くの物質が含まれている。それらの物質がビタミンＣの分

解の促進に関係しているかどうかを調べたい。 
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